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【テーマ】

　懐中電灯のコスト低減

【懐中電灯の外観】

【懐中電灯の構成要素】

【目的】　　競争力を付けるため、

　　　　　　 原価の３０％削減を目指す。

問題定義問題定義

構成要素対象システム

懐中電灯 電球

反射鏡

電球ソケット

レンズ

蓋

スイッチボタン

スイッチ金具

導線金具

ケース

　ステップ１　問題定義

問題定義

コスト低減対象システム

狙い所

機能分析

機能モデル

アイデア結合

最終コスト低減案

物理的矛盾展開

コスト分析

１２の発明の原理の選定

アイデア創出

コスト低減解決フロー



懐中電灯 光を発する 光を出す

基本機能 機能要素目的

部品を保持する

部材：手段

電球ソケット

電球

電気を制御する

レンズ

機能分析図機能分析図

暗いところを
照らす

ケース

蓋

導線金具

スイッチボタン

スイッチ金具

反射鏡

目的　　　　　　　　　手段
　　　　　　　　　　　　目的　　　　　　　　　　　　　　手段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手段

　ステップ２　機能分析
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構成要素 コスト（￥） 機能

光を発する 電気を制御する 部品を保持する

電球 １５ １２ ３ ０

レンズ ８ ６ ２ ０

反射鏡 ２０ １３ ３ ４

電球ソケット １７ ０ １０ ７

スイッチボタン ５ ０ ５ ０

スイッチ金具 ５ ０ ５ ０

導線金具 １０ ０ １０ ０

ケース ２０ ０ ４ １６

蓋 ２０ ８ ４ ８

機能コスト １２０ ３９ ４６ ３５

機能評価コスト分析表機能評価コスト分析表

機能評価 １００％ ５０％ ２０％ ３０％

機能評価値 １２０ ６０ ２４ ３６

コスト／機能評価 １．０ ０．６５ １．９２ ０．９７

狙い目 ◎ ○

　ステップ３　コスト分析
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機能部品展開図機能部品展開図

　ステップ４　機能モデル

懐中電灯

光を発する

スイッチ金具

光

導線金具スイッチボタン

電球ソケット

電球

レンズ

ケース

反射鏡

部品を保持する

ケース

スイッチ金具

スイッチボタン

電球ソケット

電球

レンズ

蓋

反射鏡

導線金具

手 電池

発する

制御する

保持する
保持する

蓋

保持する

出す
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スイッチをなくす スイッチがある

コストが下がる
コストが高い開閉できない

開閉できる

　ステップ５　物理的矛盾展開

狙い所 困ること 重要度

スイッチをなくす 照明のＯＮ／ＯＦＦができない ◎

スイッチ部品を安く作る 価格はゼロにならない △

狙い所一覧表より、やりたいことを選ぶ

①スイッチをなくせば低価格が実現できる、しかし、開閉ができない。
②スイッチで開閉しなければならない。しかし、低価格が実現できない。

開閉する機能と低価格は両立しない

良い

低価格と機能の不両立の確認低価格と機能の不両立の確認
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　　①空間を分けて考える
　　②時間を分けて考える
　　③条件を分けて考える

　　①空間を分けて考える
　　②時間を分けて考える
　　③条件を分けて考える

13.逆発想の原理
28.機械的ｼｽﾃﾑ
　　代替の原理
35.ﾊﾟﾗﾒｰﾀ利用の原理
36.相変化の原理

13.逆発想の原理
28.機械的ｼｽﾃﾑ
　　代替の原理
35.ﾊﾟﾗﾒｰﾀ利用の原理
36.相変化の原理

1. 分割の原理
3. 局所性質の原理
4. 非対称の原理
7. 入れ子の原理

1. 分割の原理
3. 局所性質の原理
4. 非対称の原理
7. 入れ子の原理

1. 分割の原理
7. 入れ子の原理
9. 先取り反作用の原理
10.先取り作用の原理
15.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ性の原理
19.周期的作用の原理

1. 分割の原理
7. 入れ子の原理
9. 先取り反作用の原理
10.先取り作用の原理
15.ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ性の原理
19.周期的作用の原理

① ② ③
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長いケース 短いケース物理的矛盾

　ステップ６　１２の発明の原理の選定
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あてはめ図

① 物体を、2個、3個、、に分けることで、有効に働くことを考えてみよう。
② 物体を容易に組立、分解ができるように分けることで有効に働くことを

考えてみよう。
③ ①②の物体を，10個、20個～無限に分けることで，有効に働くことを

考えてみよう。

発想のガイド

1.分割の原理 分けることで問題解決する原理

・2つに分割 ・4つに分割・縦方向に分割 ・横方向に分割

発想のガイド図①

① 物体を、2個、3個、、に分けることで、有効に働くことを考えてみよう。
② 物体を容易に組立、分解ができるように分けることで有効に働くことを

考えてみよう。
③ ①②の物体を，10個、20個～無限に分けることで，有効に働くことを

考えてみよう。

発想のガイド

1.分割の原理 分けることで問題解決する原理

・2つに分割 ・4つに分割・縦方向に分割 ・横方向に分割

発想のガイド図①

・複数に分割 ・縦横方向に
複数分割

・横方向に複数分割 ・粉に分割

・フタとボトル部が
はめ込み式

・フタ、ボトル部2箇所が
はめ込み式

発想のガイド図②

発想のガイド図③

・複数に分割 ・縦横方向に
複数分割

・横方向に複数分割 ・粉に分割

・フタとボトル部が
はめ込み式

・フタ、ボトル部2箇所が
はめ込み式

発想のガイド図②

発想のガイド図③

発想のガイド図①

発想のガイド図②

発想のガイド図③

ペットボトルの事例より、懐中電灯のあてはめ図を作成する

　ステップ７　アイデア創出
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アイデア結合マトリックスアイデア結合マトリックス

　ステップ８　アイデア結合

一番良いアイデア 二番目に良いアイデア 三番目に良いアイデア

１

２

８

１０

１１

１８

一番良いアイデア 二番目に良いアイデア 三番目に良いアイデア

１

２

８

１０

１１

１８

はめ込み
溝切り

折り曲げて消灯、
まっすぐで点灯

柔らかくジェル状のもの

電池ケースを押しつ
けて、スイッチとする

電池間に出っ張りを設
けて、ゴム状にしたも
の。

溝部に板を入れる

電池ケースを別にして、そ
れを出し入れしてスイッチ

ケースを伸ばしたときに
スイッチオンする

蝶番

ケースが柔軟にできて
いて、強く握ると電池
が離れスイッチオフに
なる。底部を握るとオ
ンになる。

片方の電池を固定し、片
方が動くようにしておい
て、重力を利用し、電池の
重みでスイッチとなる

帯状に硬軟した
ケースによって、
ケース自体を長くも
短くもでき、それに
よりスイッチ作用を
出す。

ジェル状のもの

電池ケースを押しつ
けて、スイッチとする

電池間に出っ張りを設
けて、ゴム状にしたも
の。

ねじ構造にする

機能 内容 当初コスト 削減後 最終コンセプト

制御 スイッチ ３７ １５

保持 ケース ４０ ３８

照明
電球 ３５ ３５

レンズ ８ ８

最終コスト １２０ ９６

機能 内容 当初コスト 削減後 最終コンセプト

制御 スイッチ ３７ １５

保持 ケース ４０ ３８

照明
電球 ３５ ３５

レンズ ８ ８

最終コスト １２０ ９６

簡易ケース

スイッチなし

回転式

簡易ケース

スイッチなし

回転式

最終コスト低減案最終コスト低減案
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